中華日本研究／投稿用紙・論文様式


『中華日本研究』投稿について：投稿用紙と論文本文の様式

１．投稿用紙はMS Mincho、Times New Roman 各12p、新細明體で書いてください。
２．投稿用紙・論文本文ともに書式はA4・横書き・40字×30行（英文は字数無関係で30行）で作成してください。各ページの余白は、上下各2.5cm、左右各2.4cmに設定のうえ、投稿用紙と論文本文は1つの word形式のファイルに作成してください。格式為A4・橫寫・40字×30行。邊界設定為上下各2.5cm、左右各2.4cm。檔案格式為Word檔，摘要與本文請合併為一個檔案。
３．付記事項などは原稿採択後に挿入するものとします。

４．本文字数の上限等は投稿規定を参照してください。参考文献の例は本文末尾に示してあります。
５．提出は投稿用紙と論文本文のみです（このページは不用です）。

投稿用紙（日本語・英語・中国語すべて提出してください）
論文題目
執筆者名
所属（所属機関・部署名・住所・e-mail）

要旨（400字以内）

キーワード（５個以内）
Title

Author’s Name

Affiliation

Abstract(100 words in length)

Keywords(5 words max)

投稿題目

作者姓名

投稿者所屬單位 

摘要（最多400字）
關鍵詞（最多五個）

論文題目（14p、MS Mincho、以下同様）

執筆者氏名（14p）
要旨（12p）
　TEXT TEXT TEXT。

キーワード：WORD、WORD、WORD（11p、５個以内）
１．………（12p、以下同様）

　 　

TEXT TEXT TEXT。
２．………
　
２．１．………

２．１．１．………
　TEXT TEXT TEXT
。
２．１．２．………
　TEXT TEXT TEXT。
２．２．………

　TEXT TEXT TEXT。

３．………

  TEXT TEXT TEXT。
４．………

　TEXT TEXT TEXT。
（参考文献）：11p
カエサル，ユリウス著、源頼家訳（2006）『ガリヤ戦記と吾妻鏡』得宗書店

加藤週一（2018）『狼の歌』荒波書店

源頼朝・北条政子・三浦義明（2008）「吾妻鏡と北条氏」『大盛山大学歴史研究』２巻２号、pp.33-44

　　https://www.rekishi.omoriyama-u.ac.jp/2008/yoritomo.pdf（2018年９月１日取得）

紫式部（2006）「源氏物語と日本語文法」藤原道長編著『平安時代の日本語』鎌足堂学術書店、pp.55-66
平清盛・平重盛（2009）「平家物語と坂東平氏」『文学研究』六波羅大学、１巻１号、pp.11-22

吉田兼好（2009）「徒然草研究基本資料」

http://www.yoshidakenko.co.jp/yoshida0901.pdf（2009年３月５日取得）

杜　浦（2017a）「從唐宋間之貴族文化論日本源氏物語」『東亞日本文史學研究』１卷１期、pp.1-20

　　　（2017b）『日本源氏物語之研究』臺北：加東出版社

Naoe, K.(2009). A note on Kagekatsu Uesugi and his relatives.

    http://www.naoekanetsugu.co.jp/naoe0902.pdf（Accessed March 12, 2009)

Minamoto, Y.(2008). Languages in East Asia. Tokyo: Tokuso Publishing.

Takeda, A., B. Ashikaga, and C. Satake(2009). Yoritomo and his wife. Journal of GENJI Studies, 1(1), 11-22.

Toyotomi, H.(2007). Nobunaga’s policies to reunify Japan. In Tokugawa, I. ed., Handbook of Nobunaga Oda. Kyoto: Ashikaga Publishing, 345-367.
Title（14p, Times New Roman, Same as below）

Contributor’s Name（14p）
Abstract（12p）

　　TEXT TEXT TEXT.

Keywords: WORD, WORD, WORD, WORD, WORD（12p, up to five words）
� TEXT TEXT TEXT(10p)。





98

